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陳情第１６号「（通称）飛地山における大規模開発事業に関する陳情書」につ

きましては、賛成の立場で討論いたします。 

平和第２号緑地への思い入れやその貴重な価値というものは、周辺の地域住

民だけではなくて市全体にとっても貴重な緑地だったと認識をしております。

様々な経過の中で、保存ができずに現時点に至ったことは残念と言わざるを得

ません。 

ただし、私たちも調査をさせていただく中で、土地所有や転売に関わって透

明性に疑義が持たれる案件でもありましたし、それらを度外視してでも今から

でも業者の言い値で市が購入するということは、会計検査という面から考えて

も難しいものと考えています。 

より良い住環境を維持するためには、周辺住民だけにとどまらず、今後この

開発で転入される住民の生活のあらゆる場面で欠かすことができないことです

ので、事業者との協議の場については可能な限り周辺の自治会や住民との話し

合い、とりわけお互いに歩み寄り課題を解決できるような協議をお願いすると

いう立場から、本陳情については賛成といたします。 
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